




A Study on the Evaluation of People’s Feelings and Behavior
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そう思う（ 6 点）”の 6 件法で回答を求め、各々の
嫌悪表出行動について自分でどの程度受容してい
るかについて“全くそう思わない（ 1 点）”～“非常













常に憂鬱である（ 6 点）”の 6 件法で回答を求めた。
　⑥　嫌悪者自身の自尊感情
　嫌悪者の自尊感情を調べるため、Rosenberg












とα係数を Table 1 に示す。














































1 ［ 1 で回答したことに関して］自分はそれでいいと思っている． .82
2 ［ 2 で回答したことに関して］自分はそれでいいと思っている． .71
3 ［ 3 で回答したことに関して］自分はそれでいいと思っている． .83
4 ［ 4 で回答したことに関して］自分はそれでいいと思っている． .88
削除 ［ 5 で回答したことに関して］自分はそれでいいと思っている． －
6 ［ 6 で回答したことに関して］自分はそれでいいと思っている． .86
7 ［ 7 で回答したことに関して］自分はそれでいいと思っている． .83






























































































変数名 M （SD） M （SD） M （SD）
嫌悪感 4.39 （0.82） 4.80 （0.70） 3.99 （0.71）
嫌悪感受容 3.99 （0.86） 4.32 （0.89） 3.66 （0.69）
嫌悪表出行動 2.88 （0.98） 3.11 （1.06） 2.64 （0.82）
嫌悪表出行動受容 4.54 （0.87） 4.43 （0.91） 4.64 （0.82）
相手帰属 4.16 （0.94） 4.31 （0.96） 4.00 （0.91）
憂鬱感 3.88 （1.12） 4.27 （1.08） 3.50 （1.03）











































































RMSEA＝.00、 低 嫌 悪 対 象 者 で はχ2（13）＝6.86
（n.s.）、GFI＝.98、AGFI＝.96、RMSEA＝.00であ
り、十分な値が得られた。
Table ３ ．嫌悪対象者ごとの嫌悪表出行動受容に関する嫌悪表出行動の高群と低群の t 検定結果
嫌悪表出行動高群 嫌悪表出行動低群
嫌悪表出行動受容 N M （SD） N M （SD） t 値
高嫌悪対象者 32 4.37 （1.05） 71 4.47 （0.84） .51 n.s.







高嫌悪対象者 1 2 3 4 5 6 7
1 嫌悪感 － .52 *** .41 *** .03 .44 *** .61 *** .01
2 嫌悪感受容 － .31 ** .07 .46 *** .39 *** .13
3 嫌悪表出行動 － －.06 .19 .42 *** .02
4 嫌悪表出行動受容 － .13 .02 .14
5 相手帰属 － .26 ** .21 *
6 憂鬱感 － .05
7 自尊感情 －
低嫌悪対象者 1 2 3 4 5 6 7
1 嫌悪感 － .56 *** .22 * －.11 .29 ** .46 *** .09
2 嫌悪感受容 － .09 .03 .33 ** .09 .12
3 嫌悪表出行動 － －.60 *** .06 .09 －.05
4 嫌悪表出行動受容 － －.07 －.15 .08
5 相手帰属 － －.07 .09
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